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　熱発光探査法は地表の地熱兆候を観測するための新たな探査手法として期待され開発がすすめられてい

る。しかし、熱発光探査法によって得られる地表の地熱兆候と、既存の探査法によって得られる地熱構造との

関係性が十分に理解できていない。本研究では熱発光探査法と既存の地熱探査法によって得られる情報を、地

理情報システムを用いて統合し、それらの関係性について検証する。 

 

　本研究では、八幡平西部地域、焼山南部に位置する玉川流域において地表踏査による地質調査および試料採

取を行った。試料は主に川沿いの露頭から流紋岩凝灰岩を採取した。試料から石英粒子を手選し、熱発光測定

によって地表の地熱兆候を調査し、同時に試料中の変質鉱物の同定も行った。さらに、既存の坑井探査および

電磁気探査情報を解析し焼山地下の地熱構造を推定した。 

 

　熱発光測定で得られたグローカーブでは200-390℃において発光が観測され、複数のピークを持つと考えら

れる。そこで、グローカーブの200-390℃における積分強度を用いて評価を行う。地表踏査では玉川上流部に

温泉の噴出が確認され、熱発光測定では温泉噴出地点を境に上流で熱発光強度が減少するなど、地熱兆候が観

測された。また変質鉱物同定では、下流から沸石類の累帯構造が見られ、温泉噴出地点周辺においてローモン

タイトが産出していた。 

 

　既存の地下探査情報により、焼山地下は盆状構造をなしており、山体を形成する新期火山岩類の下にはシル

ト岩および礫岩からなる湖沼堆積物層が形成されていることが分かった。さらに坑井の変質鉱物分布によ

り、湖沼堆積物層がモンモリロナイト変質を受けていることが分かった。 

 

　電磁気探査によって得られた比抵抗分布図では、焼山中央地下3~5kmに熱源とみられる低比抵抗帯が確認さ

れた。さらに地下500m程では湖沼堆積物層と重なるように低比抵抗帯が分布していることも確認された。 

　上記の探査情報をGIS上で統合することにより、焼山地下の地熱構造を推定した。モンモリロナイト変質を

受けた湖沼堆積物層は不透水層としてキャップロック構造を形成し、比抵抗分布図においても低比抵抗帯とし

て観測された。湖沼堆積物層によって上昇を阻まれた熱水は焼山中央から東方に移動し玉川上流の地表に噴出

する。この熱水による地表の地熱兆候が熱発光探査や変質鉱物調査において観測された。以上のような探査情

報の統合によって、熱発光探査法は地下の地熱構造からもたらされる地表の地熱兆候をとらえることがで

き、地熱探査法として有用であると結論づけられる。 
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